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Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム 

オンライン招へい（南米グループ）の記録  

テーマ：持続的な環境 

 

１. 概要 

【目的】 自国での持続的な環境づくりのための取り組みや制度改善に活かすことを主目的とし

て、本プログラムを実施しました。日本の行政や環境ビジネスの事例を知る他、日本企業と中南米諸

国とのつながりを学習し、日本と中南米地域の環境問題への協力関係について考察しました。  

 

【参加者】 テーマに関連した省庁の行政官・専門家 計 10 名（アルゼンチン、ウルグアイ、エク

アドル、パラグアイ、ボリビア）＊五十音順  

 

【訪問地】 東京都、北海道、宮城県、兵庫県 

 

【日程】    

日時 

（日本時間） 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応 

事前プログラム 

2021 年 3 月から本

プログラム終了ま

で 

 

【動画視聴】 

1. 事前オリエンテーション 

2. 南三陸町からのメッセージ 

 

事前プログラム開催期間前から日本

や事前プログラムに関する動画が配

信されており、参加者は動画を視聴

してから事前プログラムに参加しま

した。  

2021 年  

3 月 30 日 （火）  

9:00～9:45    

東京都  

 

【ウェビナー・質疑応答】  

「日本における中南米外交」  

講師：外務省中南米局中米カリブ課

長 正本 謙一氏  

1. 講義 

2. 質問への回答 

参加者からは「日本と中南米地域の

友情の絆について考える機会となっ

た」等の声があがり、今後のプログラ

ムへの意欲を新たにしました。  

2021 年 

4 月 27 日（火） 

9:00～10:00  

東京都 

 

 

【ウェビナー・質疑応答】 

日本商工会議所・東京商工会議所 

1. 講義 

「コロナ禍での日本での商工会議

所の活動と役割」  

講師：産業政策第一部   

参加者からは「日本の文化の素晴ら

しさや、様々な課題に対処する有益

な情報を知ることができ、両国の友

情の絆が強まることにもつながりま

した」といった声が挙がりました。 
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課長 石井 豪氏 

副主査 姫野 裕太氏 

2. 質疑応答 

3. 参加者間での意見交換 

2021 年  

5 月 11 日 （火） 

9:00～10:00 

北海道   

 

【日本文化体験】坐禅体験  

 「峯光寺」の紹介、小野隆見副住

職の挨拶 

 仏教や坐禅についてのお話し 

 坐禅の方法についての説明・実演  

 参加者の坐禅体験   

 質疑応答・感想 

住職の身に着けている装束に意味が

あるかといった質問や、坐禅体験は

美しく、日本の文化をより深く知る

機会になったといった声が多数あり

ました。  

2021 年  

5 月 27 日（木）  

9:00～10:45  

宮城県  

南三陸町  

 

【南三陸町（被災地交流）】 

1. 講師の紹介 

2. 南三陸町観光協会による南三陸町

概要・被災当時の状況についての

説明   

3. 講師との意見交換会 

4. 感想共有  

 

「被災して、家も友人や家族も何も

かもが無くなり、地域から離れ、投げ

出したくならなかったのか」といっ

た質問や「『まずは自分の身を守る』

という教訓は、自分をはじめ家族や

周りの人々、コミュニティを助ける

ことを知って、非常に印象深かった」

といった感想がありました。   

事前プログラム終

了後から本プログ

ラム終了まで 

（6月から 8月まで

の間に公開） 

 

【動画視聴】   

1. 日本理解講義   

2. ホームビジット体験   

3. 日本文化理解（京都） 

4. 広島ピースツアー   

5. 愛知の魅力～産業、最先端技術～  

事前プログラム開催期間終了後から

本プログラム開始前までに日本やプ

ログラムに関する動画を配信し、参

加者は動画を視聴してから本プログ

ラムに参加しました。 

 

本プログラム 

2022 年 

3 月 2 日(水） 

9:00~10:30 

東京都  

 

【オリエンテーション】 

【アイスブレイク】 

【参加者意見交換】 

 

オリエンテーションで初めて得る情

報も共有されました。特に課題に関

することでは、どのような切り口で

いつまでに作成するかなど熱心に質

問が出されました。  

全体説明後はグループごとに参加者

間交流の自己紹介場が設けられ、参

加の動機や日本との関りなど意見交

換が活発になされました。 

2022 年  

3 月 9 日 (水）  

9:00～ 11:30  

【ウェビナー・質疑応答】  

「コーヒーから考える SDGs」  

講師：UCC ホールディングス株式会

SDGs についての知識がなかった参

加者にとって、日常的に飲んでいる

コーヒーが切り口となった今回の講
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兵庫県  

 

社サステナビリティ推進室  

願能 千瑛氏  

1. 講義  

2. 質疑応答  

【日本人学生との交流】 

講義の振り返り  

【参加者意見交換】振り返り  

義はとても興味深いものとなりまし

た。「SDGs を企業目標といかに結び

付けているかを知った事がとても印

象的」「日本の SDGs 達成度を知り、

日本が目標達成に向けて重点を置い

ている事に刺激を受けた」とのフィ

ードバックがあり、SDGs に向けての

日本企業の取組を理解することがで

きました。 

2022 年 

3 月 10 日（木） 

9:00～11:30 

東京都 

 

【ワークショップ・日本人学生との

交流】  

1. プレゼンテーションの発表 

「日本の魅力や強み、身近にある

中南米とのつながり」 

2. 感想発表、意見交換 

【参加者意見交換】  

アクション・プラン発表準備 

日本の大学生及び大学院生による日

本の魅力紹介にインスピレーション

を受けました。日本の学生の発表の

後、参加者は「宮崎駿監督のアニメ作

品や、近代の漫画アニメ文化と日本

伝統文化と呼ばれるものの共存につ

いて世代間意識に差があるか」とい

う質問をしました。 

2022 年 

3 月 11 日(金) 

9:00~10:40 

東京都 

 

【ウェビナー・質疑応答、交流】  

1. 開会  

2. 講義（浮世絵実演、工房見学、浮

世絵作品紹介）  

「レクチャー『江戸木版画』」 

講師：株式会社高橋工房 代表取

締役 高橋 由貴子氏  

3. グループディスカッション  

4. 質疑応答  

5. まとめ、講評  

工房内の摺師の作業工程や作品への

関心が高く、画面を見ながら熱心に

説明を聴講しました。グループ鑑賞

時は、一つの絵からできるだけ多く

の情報を読み取ることを意識して、

描かれた要素を分析していました。

浮世絵の鑑賞を通じて日本の伝統文

化への理解を深めました。 

2022 年 

3 月 12 日（土） 

9:00~11:00 

東京都 

 

【ワークショップ】 

【報告会】 

1. 参加者による発表 

2. 講評 

 

プログラム参加後 3 か月以内に実施

するアクション・プランについてグ

ループごとに発表しました。この日

は南米グループと SICA・キューバグ

ループが発表を行いました。 
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２. 記録写真 

事前プログラム 

 

 

2021 年 3 月 30 日 【Juntos!!中南米対日理解促

進交流プログラム概要説明】 

2021年 4月 27日 【ウェビナー・質疑応答】 

日本商工会議所の講義の様子 

 
 

2021 年 5 月 11 日【日本文化体験】 

座禅の方法についての説明・実演 

2021 年 5 月 27 日【南三陸町（被災地交流）】 

南三陸町概要・被災当時の状況についての説明 

本プログラム 

 

 

2022 年 3 月 2 日【オリエンテーション】 

お互いに意見を述べ合う参加者 

2022 年 3 月 9 日【テーマ関連講義】 

UCC 社の持続的な環境を意識した事業活動の

紹介 
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2022 年 3 月 10 日【参加者間交流】 

派遣プログラムの参加学生と招へいプログラム

参加者 (1) 

2022 年 3 月 10 日【参加者間交流】 

派遣プログラムの参加学生と招へいプログラム

参加者 (2) 

 
 

2022 年 3 月 11 日【ウェビナー・質疑応答、交

流】 

浮世絵「神奈川沖浪裏」摺り作業のバーチャル

ツアーの様子 

2022 年 3 月 11 日【日本文化体験】 

浮世絵工房の講師と笑顔で記念撮影をする様子 

 

2022 年 3 月 12 日【報告会】 

日本のスマートシティ構想に着目し、発表を実

施する参加者 
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３. 参加者の感想（抜粋） 

 エクアドル 社会人  

日本がラテンアメリカ及びカリブ海地域の国々と協力し、どのように数百万人の人々に利潤をもた

らしてきたかを知ることができる、素晴らしい経験でした。 

 

 ウルグアイ 社会人  

「Juntos!!」のプログラムは、日本文化を知りラテンアメリカと日本の外交関係を強化するためには

絶好の素晴らしい機会だと思います。プレオンライン交流プログラムは非常に有益で充実しており、

現在実施されている外交計画とその重要性についてよく理解できました。この Juntos!!プログラム

に参加することができ、大変嬉しく、感謝申し上げます。 

 

 ボリビア 社会人  

外務省と商工会議所の講義は大変良い経験になりましたが、何より日本の商工会議所の状況を知る

ことができ、ラテンアメリカ地域からの他の参加者と意見交流ができたのがとても嬉しかったです。 

 

 アルゼンチン 社会人  

このプログラムに参加できて、素晴らしい経験をしています。日本について知らなかったいくつも

の側面を学んでいます。 

 

 ボリビア 社会人  

日本に行きたい、日本文化や人々とふれあいたいという気持ちがさらに強くなりました。日本だけ

でなく、ラテンアメリカ及びカリブ海地域の人々との交流が生まれ、見聞を広めることができるた

め、素晴らしいプログラムだと思います。 

 

 ウルグアイ 社会人  

日本の文化や現状、ラテンアメリカ及びカリブ海地域との関係などを学び、現地の方々と交流でき

る、訪日前の交流としては最適な形だと思います。  

 

 エクアドル 社会人 

同時通訳で実施して頂いたことは素晴らしかったと思います。おかげさまで私の日本に関する知識

は増えました。 

 

４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 UCC ホールディングス株式会社  

中南米はコーヒーと関わりが深く、そのような国からの参加者やそのような国に興味のある日本の

学生から話を直接聞けることができ、とても嬉しく思っております。  
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 協力団体担当者 

浮世絵を題材にしたグループディスカッションでは、日本人の私たちでは気づかないような視点を

知れてとても感心したほか、参加者の皆さんが積極的に講師とコミュニケーションを取っている姿

が印象的でした。 

 

５. 参加者の対外発信、報道記事 

  

2021 年 3 月 30 日（Twitter） 

#Juntos!! ラテンアメリカ・カリブ海地域対日理

解促進交流プログラムの参加者に選ばれて幸せ

です。 

2021 年 3 月 30 日（Facebook） 

#JICE、#Juntos!! プログラムに参加させてくれ

てありがとうございます！今日のトークと、こ

れからの交流を楽しみにしています。  

 

 

2021 年 3 月 30 日（Facebook） 

日本商工会議所の素晴らしいご講義でした。そ

して Juntos!!プログラムの中で、ボリビアのマリ

ア、パラグアイのガブリエラ、エクアドルのイ

サベルと素晴らしい交流ができました。 

 

2021 年 4 月 15 日（Facebook） 

Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムは、

日本政府が主導し、日本の外務省が実施するも

のであり、中南米及びカリブ海地域における日

本への理解を促進し、幅広い相互理解に基づく

関係の発展を深めることを目的として、2015 年

に発足しました。 

Juntos!! は、日本と中南米及びカリブ海地域間

の関係の構築、強化、深化を提案し、相互的、反
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復的、持続的な交流を通じて、日本をこの地域

の重要な戦略的パートナーとして確立すること

を目的としています。日本と中南米及びカリブ

海地域との関係強化に貢献できる大学生・大学

院生、および様々な分野・専門職の方々を対象

としています。 

日本とボリビアの二国間関係を強化するため、

経験の交換を通じて参加し、両国の間に存在し

うる類似点を共有することで、ボリビアへの技

術協力を強化し、ラテンアメリカとカリブ海諸

国における友好の絆を強めていく所存です。私

たちは一緒なら、それぞれの国のより良い未来

を築くことができます。 

 

 

2021 年 5 月 11 日（Facebook） 

座禅 

「しー... 画面の前で一瞬の静寂を...」  

#Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムの

活動に引き続き、今日は中南米及びカリブ海地

域のメンバーと一緒に座禅に参加し、実践する

機会を得ました。#私たちは一緒に進もう  

「座」は体勢のこと、禅は心の持ちよう。「今、

ここ」に純粋に集中すること。それは、ありのま

まであることです。すごい体験でした!! 

2021 年 5 月 11 日（Twitter） 

#Juntos!! プログラムの、また別の素敵なアクテ

ィビティに参加しました。座禅は、このような

時代に有用であり、とても必要なものです。 
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2021 年 5 月 27 日（Facebook） 

日本史上最悪の自然災害の一つ 

私は、「Juntos!!」プログラムを通じて、2011 年

3 月に日本の宮城県南三陸町で起こった出来事

について、少し詳しく知る機会を得ました。 

2011 年 3 月、日本列島で発生した地震とそれに

伴う海難事故のニュースは世界を駆け巡り、海

外のあらゆるメディアで取り上げられました。

日本では、マグニチュード 9 の地震が発生した

直後に、波高 9 メートルを超える津波が発生し、

あらゆるものを破壊しました。 

日本の人々は深く傷つきました。道路は割れ、

車はビルに投げ込まれ、学校や家族の家は壊滅

的な被害を受け、1,200 人以上が命を落としまし

たし、その修復には数百万円の費用がかかると

言われています。 

このような大災害に直面したとき、廃墟から立

ち上がり、津波の被害を受けた地域を復興させ

た日本の不屈の精神に注目することが重要で

す。 

現在、南三陸町は、新しい住宅、道路、ショッピ

ングセンターで復興され、まるで新しい街のよ

うになっています。南三陸町の人々は、津波を、

人間が逆境を団結と相互支援で乗り越えること

ができた経験として記憶しています。 

2021 年 5 月 27 日（Facebook） 

南三陸町は、宮城県に位置する都市です。2011

年には、日本史上最大規模の津波に襲われまし

た。マグニチュード 9.0 の地震により、海岸線

200 マイル以上に波が押し寄せ、18,500 人が死

亡し、福島原子力発電所の事故が世界中に波紋

を広げました。南三陸町ほど被害が大きかった

地域はほとんどありません。 

10 年後：新しい道、新しい町役場、新しいショ

ッピングセンター。10 年前の津波で壊滅的な被

害を受けた日本の東北地方では、復興に向けて

傷跡が薄れつつあります。 

しかし南三陸町は、2011 年 3 月 11 日の震災の

記憶を、復興へのシンボルとして、亡くなった

方々への追悼として、そして後世への教訓とし

て、保存することにしたのです。 

南三陸町の人々は JUNTOS!!ラテンアメリカ対

日理解促進交流プログラムを通じて、2011 年の

悲劇から地域の復興までの経験を共有してくだ

さいました。そして、同じ目的のために協力す

ることが地域にとって大きな利益をもたらすと

いうことが明らかになりました。 
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2022 年 3 月 11 日（Facebook) 

日本の UCC グループは、環境的に持続可能な会

社です。 

2022 年 3 月 11 日（Facebook）  

Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム、あ

りがとうございました。浮世絵という、日本独

自の複雑な技術を駆使して紙に絵を表現する芸

術について知ることができました。 

 

2021 年 6 月 14 日 南三陸町観光協会 

（中略）南三陸町の講師として参加されたのは

行政、観光、福祉など、それぞれの分野で活躍さ

れている 10 名の方々。講師の方から、自身の震

災時の経験や現在行っている活動について説明

していただいてから、意見交換に入りました。 

今回 JICE 様主催の交流会に参加された方々

は、中南米で行政や教育、報道に携わる方々で

す。そのため、南三陸町での防災対策や行政の

取り組みに対して、自分の国にはどう生かせる

か、という視点でお話を聞いている様子でした。 

震災当時、南三陸副町長を務めていた遠藤健

治さんのグループでは、防災についての意見交

換が行われました。町の職員として被災者の対

応や復旧に携わってきた遠藤さん。南三陸町は

1960 年のチリ地震の津波を経験したことから、

行政はかなり高い水準の防災対策を講じてきた

そうです。しかし、東日本大震災では、想定して
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いた高さをはるかに越える津波がきたことか

ら、自然災害というのは予想外のことが起きる

ものなのだと感じた、と語りました。 

その話を受けて、「コスタリカでも津波が起き

ることがある。津波が起きた時のために、行政

が働きかけられることはなんだろうか」という

質問が出ました。それに対し遠藤さんは、ハザ

ードマップなどを用いてエリアの災害リスクを

市民へ周知することが大切だ、と答えます。行

政の力では防げないことも多くあり、行政が被

災することもある、住民全員が自分の住んでい

る災害リスクを把握し、自分の命は自分で守る

ように意識を持つことが大切だと、遠藤さんは

感じたそうです。 

他にも質問は、「防災メッセージを普及するた

めにどのような技術を使用しているか」など具

体的な分野に及び、時間いっぱいまで活発な意

見交換が行われました。 

参加した方からは、「被災地の方々の経験を聞

いてとても感動し、多くのモチベーションを得

ることができた」「コロナ禍のために対面での交

流はできなかったが、震災後、生きている人た

ちとつながり、お互いの体験を語るだけで、団

結する力や絆が強まり、共感する心が生まれる

ものだと感じた」等の感想をいただきました。 

 

2022 年 3 月 18 日 神戸新聞 

UCC ホールディングス（HD、神戸市中央区）

は、コーヒーを通じた SDGs（持続可能な開発目

標）に関わる活動を身近に感じてもらおうと、

学生向けのオンラインセミナーに力を入れてい

る。業界の取り組みを発信し、次世代を担う若

者に理解を深めてもらう狙い。（中略）9 日には、

日本国際協力センター（JICE）が外務省から受

託した国際交流事業のプログラムとして実施。

英語とスペイン語の同時通訳があり、日本の学

生に加え、中南米 7 カ国の外務省職員やメディ

ア関係者ら 25 人が参加した。  

 同社の願能千瑛さん（31）がコーヒーの一般
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知識のほか、生産国の貧困解決や環境問題への

取り組みをクイズや動画を交えて紹介。「今後も

コーヒー産業の発展に貢献し、世界を笑顔にし

たい」とアピールした。参加者は、質問や現地の

コーヒー栽培事情の報告、感想などを述べ合っ

た。 

 

６. 最終報告会でのアクション・プラン発表 

グループの活動計画 

 

 

 

 

タイトル： 

「日本における持続可能な環境の為の行動」 

サブタイトル： 

「アジアで SDGs の実践が最も進んでいる国、

日本」 

 

三部から構成されるグループの研究内容を課題

であるアクション・プランとして作成のうえ発

表しました。 

Juntos!!プログラム上の南米の陣に与えられた

テーマを鑑みて調べた、日本における官民の

SDGs の実践事例をもとに、今後三か月以内に

各自が各国で実践する活動について、別課題と

して個人アクション・プランを作成、紹介しま

した。 

 

グループ研究の内容： 

1) 日本を代表する企業による持続的な環境の

ための取り組み事例（トヨタ、パナソニック、ソ

ニーの各社） 

2）固形廃棄物の処理並びに活用方法 

3）「もったいない」精神の紹介  
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個人アクション・プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エクアドル社会人の場合】 

 実施名称： 

日本の技術開発についての発信 

 実施理由： 

個人の SNS を使って日本の技術的な進展に

関する情報を広めたいため。 

 実施時期： 

2022 年 4 月から 6 月 

 実施する者： 

参加者本人 

 ターゲット： 

SNS の一般ユーザーで対象を絞らず、友人の

友人まで幅広く情報を届けます。 

 実施計画： 

写真や動画、コメントを投稿します。 

 実施方法： 

ネットユーザーが関心を寄せてくれるよう、

デジタル情報を駆使して交流形式で発信して

ゆきます。 

 

【パラグアイ社会人の場合】 

 実施名称:  

アスンシオンにおける食・文化外交の成功 

 実施理由： 

パラグアイで食はとても重要視されていま

す。美味しい食べ物からは満足感を得られ、

それが外国の食べ物であると感動もより一層

です。ある国に適応した外国文化に形を与え

る手段としては、食はとても有効な手段です。

食は、テレビ、映画、アニメを通じて何年も

前から視覚的にも普及してきました。 

 実施時期： 

3 月 10 日から 4 月 15 日まで 

 実施する者： 

参加者本人 

 ターゲット： 

パラグアイ国民、職場の同僚、海外の仕事仲
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間、家族、友人 

活動内容及び活動方法：SNS を通じて日本食

レストランや和食メニューを紹介します。同

時に、国の新型コロナウイルス感染症対策を

施したうえで個人的に対象者に食文化を伝え

ます。 

 

【ボリビア社会人の場合】 

 実施名称: 経済、社会、環境分野での日本とボ

リビアのつながりについての普及活動 

 実施理由：経済社会環境分野における日本と

ボリビアの協力関係の特徴を、両国の交流経

験を通じて広く知ってもらうため。 

 実施時期： 

2022 年 4 月から 6 月 

 実施する者： 

参加者本人 

 ターゲット： 

仕事仲間、友人、家族 

 実施内容： 

画像、写真、動画にコメントをつけて発信し

ます。 

 実施方法： 

情 報 は 各 種 SNS (Facebook, Instagram, 

Twitter) の個人アカウントを通じて、できる

限り多くの人に届けます。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 

 


